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２学期がスタートして３週間。新型コロナウイルス感染症と熱中症と台風を心配しながらの毎日
ですが、子供たちは元気いっぱいに学校生活を送っています。ただ、暑さ指数が３１（危険）を示
すことがあり、水分補給や外で遊ぶ時間の短縮を呼びかけることもあります。家には疲れ果てて
帰っているのではないでしょうか。毎日のお茶の準備や体調管理、ありがとうございます。
明日からは、三連休。台風の被害がないことを願っています。

６年作陶体験
～鬼池焼光窯 野﨑秀登さん
９月１日に６年生が作陶体験を行いました。６月に成形し、素

焼きの終わった器に絵付けを行いました。今回も野﨑さんのご
指導を受け、丁寧に絵を描いたり、色を塗ったりとがんばってい
ました。数名は、砕いたガラスを敷き詰めたコースターやプレート
を作りました。出来上がりが楽しみです。

わくわく集会～運営委員の企画「宝探し」～
９月７日（水）の昼休みに、全児童で宝探しをしました。
はじめに、全児童が体育館に集められました。何が始まるのか
と思ったら、全児童を集めている間に運動場に大小のボールを
宝として隠したそうです。その後に全員で運動場に出て宝探し。
１・６年チーム、２・５年チーム、３・４年チームの対抗戦。大きな
ボールは１点、小さなボールは３点でした。ボールは、タイヤ跳び
のタイヤの中や遊具の上に隠されていました。全員が必死に探
し、見つけるととてもうれしそうでした。優勝は、３、４年チーム。３、
４年生は小さなボールをたくさん見つけていて得点アップしたよ
うです。
この「わくわく集会」は運営委員が自分たちで企画した活動で
した。今後もこのような委員会の主体的な活動に期待しています。

陸上記録会に向けて
～倉岳校 西先生に教えていただきました～
２７日（火）の陸上記録会に向けて５・６年生ががんばって練習しています。その陸上の指導

に倉岳校の西先生が来てくださっています。新型コロナウイルス感染症流行前の令和元年度に
も西先生は指導に来てくださっていたそう
です。
身のこなしが上手くなるようにラダーを使った
トレーニング方法を教えてくださいました。子
供たちは吸収が早く、日に日に上手になって
います。



行事予定 ※行事は変更になる可能性があります。

１０月
３日（月） 委員会活動
６日（木） 地域公開授業（予定）
７日（金） 水俣に学ぶ肥後っ子教室（５年）
１７日（月） クラブ活動
２０日（木） 集団宿泊教室（５年）
～２１日（金）

１１月
１～２日（火・水）修学旅行（６年）
７日（月） クラブ活動
１４日（月） 振替休業日
１７日（木） 郡市音楽会（予定）
１９日（土） 倉っ子フェスタ
２８日（月） 委員会活動

全国学力・学習状況調査の結果について
４月１９日に６年生を対象として実施された「全国学力・学習状況調査」の結果をお知らせします。
【国語】
〈よくできていたところ〉
◎言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあることをとらえる。
◎人物像や物語の全体像を想像する ◎文や文章を整える

〈課題〉
△互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合う
△登場人物の相互関係をとらえる △表現の効果を考える

【算数】
〈よくできていたところ〉
◎わり算で求めることができる理由を書く ◎百分率で表された問題を分数で表す

〈課題〉
△２つの数の最小公倍数を求める △比例の関係を使って問題を解く
△データの特徴をとらえ考察する
先日、これらの結果を受けて、全職員で課題を洗い出し、問題分析をしました。そして、授業をどのよう
に改善していけばよいのかについて検討しましたので、２学期からの授業に生かしていきます。１２月にあ
る熊本県学力調査に向けて学力向上の取組を行います。
ところで、６年生のすばらしかったところは、無回答率の低さです。国語は、無回答率０％。粘り強く考え、
必ず考えを書いたところがすばらしいです。
【質問紙調査】
〈全国平均と比較し成果が見られるもの〉
◎家で自分で計画を立てて勉強している ◎地域の行事に参加している
◎学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法を決めている

〈全国平均と比較し課題が見られるもの〉
△毎日、同じくらいの時刻に寝ている △自分でやると決めたことはやり遂げるようにしている
△難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している

これらの結果は、本校の傾向であり、一人一人を見ると課題は違います。今後は、一人一人の課題に応
じた取組を行っていきます。

「子どものレジリエンスを育てるには」
静岡大学教育学部の小林朋子先生の講話から、私達の指導や子育てのヒントになることを紹介し
ます。

近年の日本の子供たちには、「レジリエンス」が必要。レジリエンスとは・・・しなや
かで強い心、立ち直り力。このレジリエンスは、運動不足や長時間のゲーム、ファスト
フード、睡眠不足等によって弱まる。レジリエンスは、誰でももっていて、高めることが
できる。身体と密接に関連していて、身体を健康に保つようにすることも大事。子どもの
レジリエンスを育てる１０のコツは以下のとおり。
〇つながりを築く 〇人助けの経験をさせる 〇毎日の日課を守る 〇ひと休みする
〇セルフケアを教える 〇目標に向かって進む 〇自己肯定感を育む
〇事実を正しくとらえ、楽観的な見通しをもつ 〇自己発見のきっかけをさがす
〇人生に変化はつきものだと受け入れる
日々の指導に生かしていきたいと思います。


